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5.13 戦争と九条を語るつどい ７０名 

吉川正夫 元水原町長、 金子修 弁護士 熱く語る！

「なぜ、私たちは憲法９条を守るのか」 

           金子 修 弁護士 

自民党の「新憲法草案」が意図する「自衛軍」

の創設は、アメリカの「自衛のため」の戦争（=
イラク戦争など）に参戦できるようにすること

である。そして戦争をする国になれば、日本も

アメリカのように人を殺せる人間を何十万人

も抱え込むことになる。またアメリカのよう

に、子どもの時から戦争ごっこに熱中し、一人

前の男になることイコール戦争で人を殺せる

人間になることを当然とする社会を作り出す

ことになると指摘した。 

次に、韓国の朝鮮日報 
が実施したアンケート 
にふれ、韓国に対する 
軍事的脅威の第一位が 
北朝鮮、ついでわずか 
の差で第二位に日本が 
あげられていることを紹介した。韓国の友人

は、９条がなくなれば、日本の軍隊はまちがい

なく海外に出るであろうし、また、中国・韓国

の軍事力が強化され、さらには、東アジア全体

の軍備拡張を連鎖反応的に引き起こすと考え

ていることも紹介した。 

最後に「９条の会」の運動にふれた。地域を全

戸訪問する運動にならなければ多数派にはな

れない。その際、相手を説得したり論破しよう

などとはせずに、まず相手の話を素直に聞くこ

とから始めなければならない。今必要なのは、

意見や考え方を異にする人と普通に話し合う、

小さな勇気であると訴えた。（憲法改正国民投

票案については割愛しました） 

「戦争体験と憲法 9条」 

吉川正夫 元水原町町長 

 これまでの戦争は、 
戦場が海外であった 
ために分かりません 
でしたが、大東亜戦 
争は戦禍が国内に及 
びました。19年 11 
月 3日の明治節、 
東京大空襲がありました。その後始末のため

に動員されました。死体が山のようになった

惨状を見ました。戦場は大変なものだと思い

ました。２０年３月１０日の陸軍記念日に東

京に大空襲がありました。この時もこの後始

末に動員されました。焼け跡の整理に当たり

ましたが、それは悲惨なものでした。戦争は

起こしてはならないと思いました。 
私は、３回くらい死ぬチャンスがありました。

私の部隊はサイパン島へ派遣されました。幹

部候補生の試験があったために私は残りまし

た。行った人たちは皆死にました。翌年仙台

の部隊は、千島列島の守備隊として行きまし

た。港を出てすぐに米軍に撃沈され全員が死

にました。一人も生存者がいなかったのです。

 とにかく戦争は絶対あってはならないので

す。命をはってでも憲法９条を守りぬかなく

てはなりません。手直しをしない、一言半句

も変えてはならないと考えます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5月3日、憲法記念日に新成人に訴えました！ 

全国交流集会に参加して 
 ６月１０日、九条の会全国交流集会が、２周年を記念して東京の青年会館で開かれました。全国で

活動する９００の「会」の代表１５５０人が会場を埋め、午後は 11の分散会に分かれて交流しまし
た。新津・小須戸「九条の会」は、代表２名を派遣し、全国の様子を直接見聞してきました。アピー

ルを支持する全国の地域・分野別の会は５，１７４に達し、運動が大きく広がっていることを示しま

した。呼びかけ人の６人が挨拶しました。 

 鶴見俊輔さん 

 昭和の初め、政府は「戦争は文明の母」という小冊子を発行しました。私は戦争を進め、押し広げ

る日進月歩の文明に取り残された一人のもうろくとして、戦争に反対します。文明の先端国から２個

の原爆を落とされた日本人として、戦争を起こす文明に対して、もうろく人として反対していきたい。

 加藤周一さん 

 日本は最近、憲法９条を中心にして分かれ道に差しかかっています。一方は戦争の道、もう一方
は平和の道です。戦争は国全体を巻き込む事業ですから、言論の自由とか人権は抑え付けられ後退し

ます。教育も統制が強くなり一連の問題一つにつながります。九条の会は二つ特徴があります。一つ

は国民の意見と議会の意見が違うことです。もう一つは、日本は市民運動が盛んだけれど、横の連絡

がない。それをいくらか役立ちたいと思いました。九条の会は上り坂です。押していけば勝つ可能性

があります。 

 澤地久枝さん 

 鶴見俊輔さんは、「どないしたらまともな考えの政治をするのか」と問われてすぐには答えを出さ

なかった。私は、その答えを生み出す母体が九条の会だと思います。戦争はしょうがない、軍隊を持

つこともしょうがないと思わないで、市民が知恵をしぼって平和への努力をしている。最近のマスコ

ミは犯罪だと思います。私たちの運動は一言も報道しない。報道しなければなかったことにされてし

まう。日本はこんなにひどいのに、声もあげないのかといわれている。わたしたちは、希望を持たな

ければ一日も生きていけない。市民たちがそれぞれの地域や職場において、憲法９条を守る努力をさ

れている。そして、それが日に日に増えている。今、私たち新しい曙にいるのかもしれません。

「新潟県９条の会」結成集会と講演のつどい

6 月 3 日、新潟市万代市民会館で、「新潟県九
条の会」が正式に結成されました。県内 90 近
いグループから 180人が参加し、これまでの活
動や経験を交流しました。 

呼びかけ人・事務局合同会議 

           を開催します！ 

日時 7月 1日（土） 13：00～15：00 
会場 新津教育会館 
議題 これからの活動について 

5月 3日の憲法記念日に新津地区の成人式が開かれました。これに合わせて新津・小須戸九条の会は、
「憲法 9条大好き、戦争きらい」のハンドマイク宣伝をしました。会員 30人が「憲法 9条を守ろう」
と呼びかけると成人から「憲法 9条大好きだよ」と手を振る人がいました。 


